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研究成果の概要（和文）：ソーシャルメディアを活用した科学コミュニケーションの一つの形の確立を目指して、「宇
宙100の謎」の新しいスタイルを模索した。「宇宙100の謎」プロジェクトを常設的に推進し、一般市民層の視点に寄り
添った魅力あるコンテンツを発信するための基盤として、facebookページを開設した。科学コミュニケーションにおい
てもソーシャルメディアの活用が効果的であることを示した。
科学コミュニケーション関係の催事に出展し、来場者（一般市民層及び研究者層）と意見交換を行った。

研究成果の概要（英文）：We explored a new style of "Hundred mysteries of the universe" project, as a 
science communication activity which utilize social media.
We have opened the project facebook page and showed that the use of social media is also effective in 
science communication.
We exhibited at events of science communication, and exchanged views with visitors (general public people 
and researchers).

研究分野： 科学と社会・文化

キーワード： 科学コミュニケーション　ソーシャルメディア

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
大学等学術研究機関を巡る社会情勢が厳

しさを増す中で、基礎科学の発展のためには、
一般市民からの「シビリアンコントロール」
と支援が欠かせない。広い層の人々を惹きつ
け、支持層を拡大するためには、一般市民が
どのような知識を求めているか理解し、その
関心に応えていくことが研究者に求められ
る。しかし、研究者の意識空間と一般市民の
意識空間の乖離は大きく、必ずしも一般市民
が期待する情報を適切に発信できていない
のが現状であろう。 
研究チームは、2006 年に「宇宙 100 の謎」

プロジェクトを創始し、成果を挙げてきた。
他の様々な試みでは、取り上げられるトピッ
クスは研究者や科学コミュニケーター等の
専門家の側で企画されることが多く、一般市
民の視点や発想を積極的に反映させること
はほとんど意識されてこなかった。「宇宙 100
の謎」では、宇宙に関する質問を全国の科学
館等に依頼するなどして広く公募すること
から出発した。つまりトピックスの選定を一
般の人々に委ねたことで、一般の人々が本当
に知りたい疑問を掘り起こし、より広い宇宙
への関心を開拓することを目指したのであ
る。例えば、プロジェクトチームが選んだ
Q&A をまとめた書籍約 3 万冊を出版し、多
くの読者に評価されてきた。これらの書籍は、
それだけで宇宙の謎に完全に答えることは
目指してはいない。むしろ、「宇宙の本は難
しくて自分には合わないだろう」と考える層
に働きかけ、宇宙を知る次のステップに誘導
することを狙っている。この目標は読者にも
よく理解され、高い評価を受けていた。 

 

 
図 1 「宇宙 100 の謎」のポスター。「宇宙 100
の謎」は、宇宙に関する疑問を広く一般に呼
びかけるところから始まった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「宇宙 100 の謎」をモデルに

して、一般市民の視点に寄り添った魅力ある

コンテンツとして発信する手法を洗練・体系
化し、種々の分野で活用できるように共有化
する手法の確立を目指した。 
「宇宙 100 の謎」プロジェクトを始めた

2006 年と研究開始時点（2012 年）で大きく
状況が変わった点の一つとして、ソーシャル
メディアの普及と、それによるコミュニケー
ションの形の変化が挙げられる。ソーシャル
メディアは、主にインターネット上のサービ
ス（ミニブログ、SNS、動画・画像共有サイ
ト等）を利用して多数の人が参加して成り立
つメディアと定義できる。ソーシャルメディ
アをいかに活用するかは、科学コミュニケー
ションにおいても大きな課題である。ソーシ
ャルメディアをいかに活用するかは、科学コ
ミュニケーションにおいても大きな課題で
ある。ソーシャルメディアを活かした「宇宙
100 の謎」の新しいスタイルを模索し、効果
的に一般市民の関心を高め、科学コミュニケ
ーションの一つの形を確立することには高
い挑戦性がある。 

 
３．研究の方法 
(1) 2006 年からの「宇宙 100 の謎」の活動を
通して、多くの手法、知見、経験が蓄積され
ている。市民が科学研究に期待することを引
き出して魅力あるコンテンツとして発信す
る手法を整理し、研究者・機関が活用できる
ようポイントをまとめる。 
(2) 研究組織内で、これまでに行ってきた
「宇宙100の謎」の活動を検証し、文章自体、
イラストレーションを含めて、課題と改善策
を整理する。また、既刊の書籍『宇宙 100 の
謎』の見直しも行ない、現時点で改善すべき
点はないか、等の検討を系統的に行ない、継
続性のあるプロジェクト推進をはかる。また、
一般読者層・研究者層の意見を聴取し、プロ
ジェクトに対する評価を客観的に整理・分析
する。 
(3) 科学コミュニケーションに限定せず、幅
広い分野でソーシャルメディアがどのよう
に活用されているか、様々な事例について調
査した。「宇宙 100 の謎」に適用可能な手法、
予想される問題・事故及びその予防法・対処
法等についてまとめる。 
(4) 「宇宙 100 の謎」プロジェクトを常設的
に推進し、一般市民層の視点に寄り添った魅
力あるコンテンツを発信するための基盤と
して、facebook ページを開設する。 

 

４．研究成果 
(1) 「宇宙 100 の謎」facebook ページは 2013
年末開設以降、1100 件以上の「いいね！」（フ
ォロワー）を獲得し(2015 年 4月現在)、週に
1 回程度の情報発信が、定常的に 500 から
1000 人程度に閲覧される体制を維持してい
る。ソーシャルメディアを活用することが、
科学コミュニケーションにおいても効果が
あることを示した。 



 

 

図 2 「宇宙 100 の謎」facebook ページの
スクリーンショット。2015 年 6 月閲覧。 
 

(2) 広告代理店の協力を得て、企業・営利団
体からの情報発信との共通点・相違点につい
て検討・整理した。 
(3) 国内外の、科学コミュニケーション関係
の催事（サイエンスアゴラ、ユーロサイエン
スオープンフォーラム）に出展し、研究自体
の認知を高め、来場者（一般市民層及び研究
者層）と意見交換を行った。 
 

 
図 3 ユーロサイエンスオープンフォーラム
(ESOF)2014 に出展した際の様子。2014 年 6
月、コペンハーゲンにて。「宇宙 100 の謎」
の活動、宇宙に関する Q&A について、研究
代表者福井(左端)と研究分担者鳥居(右から 3
人目)が、一般来場者向けに紹介した。 
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